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旧
大
山
町
大
川
寺
参
道
の
庚
申
塔
と
疫
神
社
石
塔 

 

平
井 

一
雄 
 

 

 

１
，
「
庚
申
塔
」 

富
山
県
旧
大
山
町
上
滝
線
大
川
寺
公
園
駅
裏
か
ら
大
川
寺
に
向
か
う
茂
み
の
中
に
、
ひ

っ
そ
り
と
庚
申
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
庚
申
塔
は
一
面
六
臂
青
面
金
剛
像
で
足
元

に
二
邪
鬼
を
、
台
座
に
三
猿
を
配
し
、
左
手
下
部
に
は
シ
ョ
ケ
ラ
を
持
つ
、
船
形
光
背
の

典
型
的
な
庚
申
塔
で
あ
る
。
二
鶏
は
無
い
よ
う
だ
。『
大
山
町
の
石
仏
第
一
集
路
傍
の
石
仏

（
大
山
・
上
滝
地
区
）
に
は
尊
名
「
青
面
金
剛
」
高
さ
１
０
０
㎝ 

幅
４
８
㎝
と
書
か
れ

て
い
る
。 

〇
別
記
「
庚
申
講
」
参
照 

 

２
，
「
疫
神
社
」
石
塔 

こ
の
庚
申
塔
の
左
前
に
明
治
二
年
銘
の
「
疫
神
社
」
の
碑
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
板
碑

型
の
「
疫
神
社
」
の
碑
は
、
十
九
世
紀
初
頭
に
世
界
的
流
行
病
と
な
り
、
日
本
で
も
猛
威

を
ふ
る
っ
た
疫
病
（
コ
レ
ラ
）
の
終
息
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
富
山
県

内
で
は
、
安
政
五
（1

8
58
)

年
に
飛
越
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
、
人
々
の

生
活
環
境
、
衛
生
環
境
の
悪
化
等
に
よ
り
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
。
致
死
率
が
高
く
、
発

症
後
に
二
～
三
日
で
死
に
至
る
こ
と
か
ら
「
三
日
コ
ロ
リ
」
と
恐
れ
ら
れ
、
こ
の
地
域
で

も
多
く
の
死
者
が
出
た
と
い
う
。
疫
神
社
の
碑
は
、
人
々
が
死
者
へ
の
供
養
と
生
者
の
安

寧
を
祈
っ
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。 

笠
塔
婆
型
で
同
銘
の
「
疫
神
社
」
石
塔
は
富
山
市
太
田
地
区
に
も
あ
る
。 

こ
の
石
塔
に
は
建
立
年
号
な
ど
の
銘
文
は
な
い
が
同
時
期
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

参
考
文
献 

・
前
田
英
雄
「
飛
越
地
震
記
録
に
み
ら
れ
る
被
害
と
コ
レ
ラ
の
蔓
延
」（
大
山
歴
史
民
俗
研

究
会
『
大
山
の
歴
史
と
民
俗 

第
12
号
』2009

年
） 

・
前
田
英
雄
「
コ
レ
ラ
流
行
の
歴
史
」（
富
山
民
俗
の
会
『
と
や
ま
民
俗
』2010

年
） 

 

〇
庚
申
講
と
は 

庚
申
講
は
霊
的
存
在
の
三
尸
（
さ
ん
し
）
の
虫
が
庚
申
の
日
、
天
に
昇
っ
て
人
の
善
悪

を
、
天
帝(

梵
天
・
帝
釈
天)

に
告
げ
る
の
で
、
六
十
日
毎
に
一
昼
夜
眠
ら
ず
慎
ん
で
過
ご

し
た
ら
寿
命
が
延
び
る
。
ま
た
こ
の
夜
、
夫
婦
の
交
わ
り
を
し
た
ら
頑
迷
な
子
が
生
ま
れ
、

必
ず
盗
人
に
な
る
と
い
う
の
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
庚
申
講
は
そ
れ
を
守
る
た

め
の
信
仰
と
共
同
体
の
行
事
で
す
。 

体
内
の
三
尸
（
さ
ん
し
）
の
虫
の
い
わ
れ 

上
尸
（
じ
ょ
う
し
）
は
頭
に
す
む
黒
虫
で
、
頭
欲
や
怒
り
を
起
こ
さ
せ
、
人
の
命
を
短

く
す
る
。
中
尸
（
ち
ゅ
う
し
）
腹
に
す
む
青
虫
で
、
胸
・
腹
食
欲
・
色
欲
を
強
め
、
人
の

気
を
弱
く
す
る
。
下
尸
（
げ
し
）
は
脚
に
す
み
怠
け
、
心
の
や
ま
い
を
引
き
起
こ
す
白
虫

で
、
人
の
果
報
を
奪
い
地
獄
に
お
と
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
中
国
で
二
、
三
世
紀
、
道
教

徒
に
広
ま
っ
た
信
仰
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
に
江
戸
時
代
に
民
間
信
仰
と
し
て
大
流
行
し
、
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大川寺参道 庚申塔・疫神社 

疫神社 明治二己巳歳七月■ 

太田地区地蔵堂・疫神社 西番の庚申掛軸 

青
面
金
剛
（
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
）
信
仰
と
結
び
つ
く
と
「
大
青
面
金
剛
呪
法
」
に
よ

っ
て
、
青
面
金
剛
を
主
尊
と
し
た
。
青
面
金
剛
像
は
三
面
六
臂
像
で
、
剣
・
矛
・
矢
・
弓
・

シ
ョ
ケ
ラ
等
を
持
ち
、
足
の
下
に
邪
鬼
を
踏
ま
え
、
周
り
に
、
日
・
月
・
鶏
を
配
す
。
猿

田
彦
も
主
尊
に
さ
れ
た
。
申
は
猿
に
通
じ
、
猿
は
ま
た
日
枝
社(

山
王
社)

の
使
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
王
信
仰
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
庚
申
軸
に
「
天
津
祖
庚
申
猿

田
彦
太
神
」
と
書
き
猿
田
彦
太
神
の
絵
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
青
面
金
剛
像
の
台

に
、
口
・
目
・
耳
を
ふ
さ
ぐ
三
猿
を
彫
る
よ
う
に
な
っ
た
。
悪
い
こ
と
は
何
も
見
ザ
ル
、

言
わ
ザ
ル
、
聞
か
ザ
ル
に
し
て
お
れ
ば
自
分
の
身
を
守
れ
る
と
い
う
人
生
訓
で
、
身
に
巣

く
う
三
匹
の
虫
に
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

庚
申
講
中
は
、
一
年
に
六
度
の
庚
申
の
日
、
当
番
の
家
へ
集
ま
っ
て
、
庚
申
軸
に
花
と
水

を
供
え
こ
詠
歌
を
唱
し
、
団
子
を
食
し
茶
を
す
す
っ
て
、
次
の
家
へ
軸
を
廻
し
た
。
講
を

統
け
て
六
〇
年
目
に
目
的
を
と
げ
た
と
し
て
、
庚
申
塔
を
造
立
し
て
記
念
と
し
た
。 

庚
申
講
の
例
と
し
て
富
山
市
西
番
地
区
で
は
正
源
寺
を
中
心
に
、
七
軒
の
講
中
が
当
番

の
家
へ
集
ま
る
。
先
ず
入
浴
潔
斎
し
て
庚
申
様
に
祭
供
を
設
け
、
お
経
を
あ
げ
て
一
晩
中

寝
ず
に
語
り
明
か
し
、
朝
方
ま
た
お
経
を
あ
げ
て
き
た
。
家
門
繁
昌
・
五
穀
豊
穣.

・
病
息

災
・
子
孫
長
久
を
祈
っ
た
。 

参
考
図
書 

『
太
田
郷
土
史
』 

       

                

参考資料 
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井
波
石
工 

岩
崎
弥
三
郎
・
弥
吉 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
南
砺
市
北
川
（
旧
井
波
町
）
に
は
旧
井
波
町
の
東
側
に
多
く
の
石
工
が
い
て

石
屋
町
と
い
わ
れ
て
い
た
。
中
心
部
に
は
大
谷
川
が
流
れ
、
そ
の
上
流
は
閑
乗
寺
台
地

の
奥
ま
っ
た
南
斜
面
に
字
石
山
が
あ
り
、
石
切
場
が
あ
っ
た
。
切
り
出
し
た
石
材
は
こ

の
川
に
よ
り
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
石
仏
や
石
臼
、
根
太
石
、
墓
石
な
ど
に
加
工
さ
れ

て
い
た
。
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
加
賀
藩
は
石
山
希
望
者
に
百
五
十
匁
の
役
銀
と

ひ
き
か
え
で
採
掘
さ
せ
た
。
以
後
採
掘
権
は
、
特
定
の
人
に
与
え
ら
れ
売
買
の
対
象
に

な
っ
た
。（「
町
中
末
々
困
窮
に
付
助
成
願
書
」
三
十
頁｡

『
井
波
町
史
下
巻
』
一
一
三
頁
） 

 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
は
砺
波
市
三
合
新
に
あ
る
千
光
寺
石
塔
に
「
石
工
井
波

善
太
郎
」
と
刻
字
が
り
、
同
五
年
（
一
七
四
八
）
南
砺
市
高
宮
に
は
「
石
仏
出
来
開
眼

井
波
石
屋
作
」
（
『
医
王
は
語
る
』
三
八
七
頁
・
福
光
町
法
船
寺
文
書
）
文
化
三
年
（
一

八
〇
六
）
「
石
工
四
人
御
座
候
」
（
井
波
肝
煎
文
書
）
と
あ
り
、
同
七
年
（
一
八
一
〇
）

石
山
の
採
掘
者
は
、
甚
右
衛
門
、
か
じ
屋
又
兵
衛
、
義
右
衛
門
、
清
次
郎
、 

平
蔵
、

が
あ
る
（
井
波
肝
煎
文
書
）
そ
の
後
北
川
村
に
は
十
軒
ぐ
ら
い
の
石
屋
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。 

 

井
波
石
工
に
つ
い
て
は
、
常
川
関
係
一
族
、
七
次
郎
に
つ
て
「
北
陸
石
仏
の
会
会
報
」

で
報
告
し
て
き
た
。
今
回
は
「
岩
崎
」
を
名
乗
る
石
工
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
石
造

物
に
「
岩
崎
」
の
刻
字
が
あ
る
の
は
十
二
体
を
調
査
し
た
。
そ
の
内
「
岩
崎
弥
三
郎
」

が
五
体
、
「
岩
崎
弥
吉
」
が
七
体
で
あ
る
。(

別
表
参
照) 

     

岩
崎
弥
三
郎 

 

明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
二
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
聖
観
音
三
体
、
狛
犬

二
対
で
あ
り
、
弥
吉
と
同
時
代
に
活
躍
さ
れ
た
。 

 

岩
崎
弥
吉 

 

大
正
六
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て
、
狛
犬
、
地
蔵
、
如
意
輪
観
音
、
不
動
明
王
、

忠
魂
碑
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
制
作
で
あ
る
。
南
砺
市
高
宮
の
古
宮
に
あ
る
不
動
明

王
立
像
は
圧
巻
の
作
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
岩
崎
弥
三
郎
と
弥
吉
は
明
治
後
半
か
ら
昭
和
前
半
の
同
時
代
に
活
躍
し
た
石

工
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
八
月
に
内
務
大
臣
原
敬
の
も
と
で
勅
令
「
神
社
寺
院
仏
堂

合
併
跡
地
贈
与
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発
し
て
、
神
社
合
併
を
積
極
的
に
勧
奨
し
た
。
こ
れ

を
受
け
た
府
県
で
は
、
原
則
と
し
て
村
ご
と
に
一
村
社
、
無
格
社
（
大
字
）
ご
と
一
な

い
し
数
社
に
減
ら
す
方
針
を
強
行
し
た
。
各
村
々
で
は
合
祀
が
進
め
ら
れ
た
。
ち
な
み

に
富
山
縣
東
砺
波
郡
太
田
村
（
現
砺
波
市
太
田
）
に
は
厳
島
社
が
大
正
五
年
に
住
吉
社

の
合
祀
、
同
年
に
諏
訪
社
が
八
幡
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
住
吉
社
と
八
幡
社
は
大
正
五
年

に
八
幡
社
に
合
祀
さ
れ
、
社
名
を
住
吉
神
社
と
な
っ
た
。
こ
の
大
正
五
年
に
神
社
の
社

標
、
根
太
石
、
燈
籠
、
石
畳
等
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
石
造
物
の
需
要
が
拡
大

し
て
い
た
。
ま
た
井
波
閑
乗
寺
周
辺
か
ら
も
石
材
が
多
く
採
掘
さ
れ
て
い
た
。 

 

井
波
石
に
関
し
て
は
古
川
知
明
著
『
井
波
山
石
切
場
関
連
調
査
報
告
書
』（
富
山
石
文

化
研
究
所
刊2017

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
井
波
石
に
関
す
る
決
定
版
の
趣
が
あ
り
、
石
切

場
の
位
置
や
石
工
の
関
り
な
ど
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
資
料 

井
波
町
肝
煎
文
書 

関
係
分
翻
刻
」
の
「「
私
義
井
波
町
惣
持
山
之
内
請
地
石
切
場
所
是
迄
世
話
い
た
し
来
候

得
共
不
勝
手
之
義
有
之
右
場
所
譲
渡
申
定
書
証
文
之
事
」
（【
商
工
業 

一
三
六
〇
号
①

文
書
】）
に
は
、
安
政
二
年
十
月
に
北
川
村
弥
三
郎
の
名
が
出
て
く
る
。
こ
の
弥
三
郎
が

岩
崎
弥
三
郎
と
関
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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①砺波市原野 聖観音 ②南砺市高儀 神明社 狛犬 

③南砺市野新 神明宮 狛犬 ④砺波市太田西区 聖観音 

                            

   

                         

番号 石工銘 種類 造像年 所在地 

１ 石工 井波弥三郎作 聖観音 なし 砺波市原野 

２ 井波 石工弥三郎 狛犬 明治４４年８月２６日 南砺市高儀 神明社（福野町） 

３ 井波 石工弥三郎 狛犬 明治４５年春 南砺市野新 神明宮（福野町） 

４ 作人井波岩崎弥三郎 聖観音 大正２年１０月 砺波市太田西区 

５ 作人井波岩崎弥三郎 聖観音 大正２年８月１７日 南砺市安居 安居寺（福野町） 

６ 石工 井波岩崎弥吉 狛犬 大正６年 南砺市桐木 神明宮（福野町） 

７ 井波町石工岩崎弥吉 狛犬 なし 南砺市沖（井波町） 

８ 井波 岩サキヤ吉 如意輪観音 大正１０年６月２日 砺波市伏木谷 

９ 井波町石工岩崎弥吉 戦没碑 明治４２年 南砺市末松（城端町） 

１０ 作人井波岩崎弥吉 不動明王 昭和５年 南砺市高屋古宮（井波町） 

１１ 作人井波岩崎弥吉 十一面観音 なし 砺波市荒高屋 

１２ 作人井波岩崎弥吉 如意輪観音 昭和３年１１月２０日 南砺市沖（井波町） 

岩崎弥三郎と岩崎弥吉銘の石造物 



5                 北陸石仏の会々報 第７６号   2026/04/15             

 

⑤南砺市安居 安居寺 聖観音 

⑥南砺市桐木 神明宮 狛犬 

⑨南砺市末松 戦没碑 

⑦南砺市沖 狛犬 

⑧砺波市伏木谷 如意輪観音 

⑩南砺市高屋古宮 不動明王 ⑪砺波市荒高屋 十一面観音 ⑫南砺市沖 如意輪観音 
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「下品下生」 

 

旧
能
美
郡
の
安
政
四
年
石
塔 

 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

 

石
川
県
旧
能
美
郡(
現
在
の
能
美
市
と
小
松
市
北
部)

に
、
石
祠
に
納
め
ら
れ
た
地
蔵
と

安
政
四
年
銘
の
石
塔
が
並
ん
で
い
る
も
の
を
こ
れ
ま
で
に
五
例
確
認
し
て
い
る
。
手
取
川

と
梯
川
と
の
間
の
限
ら
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
石
塔
の
石
材
は
小
松
市
で
産
出
さ

れ
る
原
石
と
み
ら
れ
る
が
、
石
祠
や
地
蔵
は
異
な
る
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。 

①
能
美
市
三
道
山
町
路
傍 

「
カ
・
地
持
地
蔵
／
安
政
四
年
」 

 

三
道
山
古
墳
の
麓
に
、
地
蔵
と
石
塔
と
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
祠
内
に
納
め

ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
持
物
を
確
認
で
き
な
い
が
、
地
持
地
蔵
で
あ
ろ
う
か
。 

角
柱
型
の
石
塔
の
正
面
中
央
に
「
地
持
地
蔵
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
種
子

「
カ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
「
安
政
四
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

②
能
美
市
寺
井
町
山
道
地
蔵
堂 

「
カ
・
金
剛
寶
地
蔵
／
安
政
四
年
」 

 

寺
井
町
の
路
傍
に
木
造
の
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
地
蔵
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
右
手

が
与
願
印
で
、
左
手
は
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
放
光
王
地
蔵
で
あ
ろ
う
か
。 

 

堂
の
手
前
に
石
祠
と
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
石
祠
の
中
は
現
在
は
空
で
、
堂
内

に
納
め
ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
も
と
は
こ
の
石
祠
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

角
柱
型
の
石
塔
の
正
面
中
央
に
「
金
剛
寶
地
蔵
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
種

子
「
カ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
不
鮮
明
で
読
み
づ
ら
い
が
、
右
側
面
に
「
安
政
四
年
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。 

③
小
松
市
河
田
町
路
傍 

「
イ
ー
・
下
品
中
生
／
安
政
四
年
」 

 

上
河
田
バ
ス
停
横
に
、
地
蔵
と
石
塔
と
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
祠
内
に
納
め

ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
、
両
手
で
念
珠
を
以
っ
て
お
り
、
地
持
地
蔵
と
み
ら
れ
る
。 

角
柱
型
の
石
塔
の
正
面
中
央
に
「
下
品
中
生
」
が
刻
ま
れ
、
そ
の
上
に
は
種
子
「
イ
ー
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
「
安
政
四
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

④
小
松
市
能
美
町
共
同
墓
地 

「
イ
ー
・
下
品
下
生
／
安
政
四
年
」 

 

共
同
墓
地
入
り
口
に
、
地
蔵
と
石
塔
と
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
祠
内
に
納
め

ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
、
右
手
が
施
無
畏
印
、
左
手
が
引
摂
印
で
あ
り
、
陀
羅
尼
地
蔵
と
み

ら
れ
る
。 

木
造
の
堂
内
に
角
柱
型
の
石
塔
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
正
面
中
央
に
「
下
品
下
生
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
堂
内
が
暗
く
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
そ
の
上
に
は
「
イ
ー
」
と
み

ら
れ
る
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
右
側
面
に
「
安
政
四
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

⑤
小
松
市
千
代
町
共
同
墓
地 

「
イ
・
鶏
龜
地
蔵
／
安
政
四
年
」 

 

共
同
墓
地
入
り
口
の
六
地
蔵
の
と
な
り
に
、
地
蔵
と
石
塔
と
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い

る
。
六
地
蔵
は
平
成
十
八
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
隣
に
建
て
ら
れ
て
い
る
地
蔵

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
。
石
祠
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
、
右
手

に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
て
お
り
、
鶏
亀
地
蔵
と
み
ら
れ
る
。 

角
柱
型
の
石
塔
の
正
面
中
央
に
「
鶏
龜
地
蔵
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
種
子

「
イ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
「
安
政
四
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

お
わ
り
に 

手
取
川
は
古
く
か
ら
幾
度
も
氾
濫
を
く
り
返
し
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

当
初
は
安
政
二
年
の
洪
水
の
犠
牲
者
の
供
養
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
か
と
考
え
た
。
し
か

し
、
そ
の
年
の
洪
水
の
際
に
は
手
取
川
右
岸
地
域
で
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
手
取
川

左
岸
か
ら
梯
川
右
岸
に
か
け
て
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
疫
病
の
流
行

な
ど
も
確
認
で
き
な
い
。 

安
政
四
年
銘
の
五
基
の
石
塔
は
同
じ
様
式
で
あ
る
が
、
石
祠
と
地
蔵
は
若
干
の
相
違
が

み
ら
れ
る
。
石
塔
と
同
時
に
造
立
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

共
同
墓
地
に
二
例
を
確
認
し
て
い
る
が
、
安
政
四
年
当
時
に
は
共
同
墓
地
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
石
塔
が
路
傍
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
づ
ら
く
、
当
初
は
各
集
落
に
あ
っ

た
火
葬
場
に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
地
蔵
も
同
時
に
火
葬
場
か
ら

移
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

近
隣
地
区
に
も
同
様
の
作
例
が
な
い
か
追
加
調
査
を
行
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
は

確
認
し
て
い
な
い
。 
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①能美市三道山町 路傍 

②能美市寺井町 山道地蔵堂 

③小松市河田町 路傍 ④小松市能美町 共同墓地 ⑤小松市千代町 共同墓地 
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野々市市下林薬師日吉神社にて記念撮影 (明治２８年、石工:福嶋伊之助) 

 

第
69
回
例
会
報
告 

 
加
賀
の
逆
立
ち
狛
犬
に
出
会
っ
て 

 

桑
久
保
紀
代
子 

初
め
て
北
陸
石
仏
の
会
の
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
滝
本
さ
ま
尾
田
さ
ま
の
ご
案
内

の
も
と
「
加
賀
逆
立
ち
狛
犬
め
ぐ
り
」
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
陸
石
仏
の

会
の
皆
さ
ま
に
は
心
の
こ
も
っ
た
ご
準
備
と
暖
か
い
歓
迎
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
心
地
好

く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

実
際
に
間
近
で
見
る
逆
立
ち
狛
犬
は
皆
個
性
的
で
、
伸
び
や
か
な
フ
ォ
ル
ム
、
精
緻
で

美
し
い
巻
き
毛
、
重
力
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
軽
や
か
さ
と
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
中
に

は
台
座
か
ら
落
ち
た
ま
ま
の
狛
犬
も
い
て
、
能
登
地
震
の
爪
痕
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。 

 

見
学
先
の
各
所
で
は
、
戸
室
石
、
笏
谷
石
、
滝
ケ
原
石
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸
の
名
石

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
豊
か
な
石
の
表
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。
他
の
産
地
の
石
が
ど
の

よ
う
に
流
入
し
た
の
か
を
想
像
す
る
の
も
楽
し
く
、
石
の
文
化
圏
の
広
が
り
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。
金
木
犀
の
香
り
に
包
ま
れ
た
秋
の
金
沢
で
、
狛
犬
と
石
、
そ
し
て
人
の
営
み

を
感
じ
る
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

        

            


